
 

 

看護職員等特別調整手当及び夜間看護等手当の改正について（案） 

 

 

１．趣  旨 

令和６年度診療報酬改定の基本方針により、以下の政府目標が示された。 

①看護職員、病院薬剤師その他の医療関係職種の賃上げ 

②40歳未満の勤務医師・勤務歯科医師、事務職員の賃上げ 

これを踏まえ、本学病院の各職種の賃上げのため、手当の改正を行うもの。 

 

 

２．改正内容 

 

（１）看護職員等特別調整手当の改正 

 

現在 改正後 

看護職員等特別調整手当 病院勤務職員等特別調整手当 

支給対象職 支給月額 支給対象職 支給月額 

看護職員 

7,800円 

看護職員 
17,000円 

(7,800 円+9,200円) 
医療技術職員等 

（薬剤師を除く） 

医療技術職員等 

（薬剤師を除く） 

 

上記以外の病院勤務者 

（教員は年度末年齢 40歳ま

での者に限る） 

9,200円 

※教員の年齢要件は、基本方針の「40歳未満の医師・歯科医師」を踏まえたもの。 

※給与が日給又は時給の非正規職員には、日給等に上記相当額を加算する。 

※診療報酬改定等に応じ、その都度改正（廃止を含む）を検討することがある。 

 

 

（２）夜間看護等手当 

 

勤務の区分 

（深夜の勤務時間） 

１回あたりの 

手当額（現在） 

１回あたりの 

手当額（改正後） 

深夜の全部を含む勤務 7,300 円 8,600 円(+1,300 円) 

4時間以上の勤務 3,550 円 4,200 円(+ 650円) 

2時間以上 4時間未満の勤務 3,100 円 3,500 円(+ 400円) 

2時間未満の勤務 2,150 円 2,400 円(+ 250円) 

※改正後の手当額は、国立病院機構の手当額を参考としたもの。 



厚生労働省資料より抜粋
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